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はじめに

　本報告書は、関西国際空港環境監視機構（大阪府及び関西国際空港の地元９市４町の長で構成。以下「監視機構」という。）が、関西国際空港の運営及び関連事業の実施に伴う地域環境への影響を評価するため、関西エアポート株式会社、新関西国際空港株式会社及び関西国際空港土地保有株式会社（以下「事業者」という。）が行った平成30年度の環境監視に関するデータなどの情報を収集・整理した結果を取りまとめたものである。
　あわせて、関西国際空港の環境監視に関する資料を巻末に取りまとめた。
　平成30年度の環境監視結果から、環境基準の達成と維持に支障を及ぼさない、環境に著しい変化を生じさせないなど、事業者が定めた環境保全目標を概ね満足していると考えられる。
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